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論文及び審査結果の要旨 

本論文は，薄鋼板溶接継手の強度信頼性を確保することを目的とし，各種鋼板を用いて

強度支配因子を明らかにしたものであり，その成果や工業的価値は以下のように総括でき

る． 

第 1 章では，本研究の背景となる高強度鋼板適用による車両軽量化の現状と，様々な高

強度鋼板の特徴についてまとめた． 

第 2 章では，レーザ重ね継手の引張せん断強度について検討し，変形破壊モデルを提案

するとともにその有効性を示した． 

第 3 章では，スポット溶接継手の引張せん断強度に及ぼす鋼板成分の影響を検討すると

ともに強度予測法を提案し，その有効性を FEM 弾塑性解析を通して明らかにした． 

第 4 章では，スポット溶接継手の L 字継手に及ぼす鋼板成分の影響を検討している．C

量や P 量が増加するとナゲット外破断からナゲット内破断に遷移することを明らかにし，P

のナゲット内の凝固偏析部が破壊に重要な役割を有することを示した．FEM 弾塑性解析の

結果，変位増大に伴いナゲットを剥離させる垂直応力は飽和するのに対し，ナゲット直外
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のせん断応力は上昇することを明らかにした．  

第 5 章では，スポット溶接継手の十字引張強度を向上させる手段である後通電条件の最

適化について検討している．高強度鋼板・スポット溶接継手の強度向上に後通電が有効で

あるが，これは凝固偏析の緩和に依ることを示すとともに，一次元熱伝導解析によってそ

の妥当性が示された． 

第 6 章では，アークスポット溶接(ASW)に関する強度向上法を検討している．また ASW

継手の CTS は余盛の削除によって溶接ままの強度から半減することを明らかにし，FEM

弾塑性解析を援用して，溶接余盛の形状の重要性を明らかにした． 

第 7 章では，スポット溶接継手の破壊挙動を明らかにするため，溶接部近傍から小型三

点曲げ試料を切出し，変形過程でのき裂進展挙動を観察するとともに，EBSD 観察によっ

て，き裂進展経路を検討し，微視的な破壊挙動の抽出に成功した． 

第 8 章では，以上の結果を総括し，薄鋼板溶接継手の強度向上指針をまとめている． 

 本論文における溶接継手の強度評価に関する研究は，従来にない新しい観点からの合理

的な強度評価に関するものであり，学術的および実用的にも極めて重要な内容を含んだ総

合的に優れた論文と判断される． 

 以上より，本論文は，本工学府の博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するも

のと認められる． 

 


